
ニチレイアグリ 産地だより
【2023-2024 南九州シーズン/Vol.10 2024.4月】

1



3/1～3/31までの日毎気象データ
（志布志・指宿）【気象庁HPより】

【鹿児島県の天候見通し状況】

【鹿児島県の予測（3/30～4/29）】

●火山状況
・桜島
噴火警戒レベル３入山規制が継続中です。
現在の所、作物に影響を及ぼす降灰は
ございません。

・新燃岳
噴火警戒レベル１、活火山であることに
留意）が継続中です。
新燃岳火口周辺に影響を及ぼす噴火の可
能性は低くなりました。

● 志布志市と指宿市で、3月の降水量は、例年に比べ12～65㎜程多く
なりました。
寒暖差の大きい日が多く、最低気温が例年より低い日もあり、
作物によっては、天候による生育不良が見られております。
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指宿 ①平年 ②前年 ③本年 差異（③-①）

降水量（㎜） 190.6 216.0 203.0 12.4

平均気温（℃） 12.6 13.8 14.7 2.1

最高気温（℃） 19.6 26.4 24.9 5.3

最低気温（℃） 6.6 2.2 3.9 ▲ 2.7

日照時間（ｈ） 159.4 155.7 174.3 14.9

積算温度(℃) 391.7 427.0 455.9 64.2

志布志 ①平年 ②前年 ③本年 差異（③-①）

降水量（㎜） 167.5 128.0 232.5 65.0

平均気温（℃） 11.7 13.8 12.4 0.8

最高気温（℃） 19.7 24.6 25.7 6.0

最低気温（℃） 5.0 0.9 ▲ 0.5 ▲ 5.5

日照時間（ｈ） 178.6 177.4 213.4 34.8

積算温度(℃) 362.1 428.2 385.4 23.3



●地域：主産地（鹿児島県大隅半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：11月下旬～5月下旬頃
●備考：3月の降雨、気温の寒暖差により、

病気・生理障害が見られます。
圃場での歩留まりが悪く、4月は
品薄になる見込みです。
5月上旬には回復するかと思われま
す。

≪だいこん≫

【九州・鹿児島県の産地情報】

≪キャベツ≫

●地域：主産地（鹿児島県大隅半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：12月～6月上旬頃
●備考：現在のところ、病気・生理障害等の

発生はございませんが、
4月収穫予定圃場の生育が早く、
4月中旬から、数量確保が難しい状
況です。
出荷終了時期は、6月上旬を見込ん
でおります。

≪はくさい≫

≪さつまいも≫

●地域：主産地（鹿児島県大隅半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：11月～2月
●備考

今シーズン終了となりました。
特に大きな問題もなく終えることが
できたかと思われます。
次年度も宜しくお願い致します。

●地域：主産地（鹿児島県大隅半島）
●用途：青果・加工用
●出荷：周年
●備考：今年のサツマイモ基腐病発生状況

は、作付面積日本一の鹿児島県で
は被害が少なかった前年並みに抑
えられているようです。
特に大きな問題はございません。
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終了



【参考資料】

・噴火警戒レベルとは
噴火警戒レベルは、火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災
機関や住民等の「とるべき防災対応」を５段階に区分して発表する指標で
す。
※ 噴火警戒レベルの判定基準は、それぞれの火山における想定される火

山活動に基づいて定めているものです。
火山活動の状況や新たな知見をもとに随時見直します。

気象庁HPより

・サツマイモ基腐病とは

2018年に沖縄県、鹿児島県、宮崎県においてサツマイモ（かんしょ）の
侵入病害「基腐病」の発生が初めて確認された。本病は土壌中および貯蔵
中の塊根を腐敗させ生産上甚大な被害を与えております。

【病徴】
はじめ、地際部の茎及び茎に近い部分の塊根が黒色～暗褐色に腐敗します。
被害が進行すると、茎の上部及び塊根全体に腐敗が拡がり、乾燥して硬く
なり、やがて株が枯死します。

【主な防除対策】
育苗：健全種いもの確保，種イモ消毒，発病イモの除去，苗消毒
本ぽのほ場準備：発病残さの処理，排水対策，土壌消毒
本ぽ：生育初期の発病株除去，薬剤防除

鹿児島県HPより

【九州・鹿児島県の産地情報】【九州・鹿児島県の産地情報】

4



【参考資料（気象庁より）】
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エルニーニョ現象が発生すると、西太平洋熱帯域の海面水温が低下し、積乱雲の活動が活発な場所が東にずれて
しまいます。このため、日本付近に張り出す太平洋高気圧も東にずれ、夏季は太平洋高気圧の日本付近への張り出し
が弱くなり、気温が低く、日照時間が少なくなる傾向があります。
ラニーニャ現象が発生すると、西太平洋熱帯域の海面水温が上昇し、フィリピンやインドネシア近海で積乱雲の
活動が活発となります。このため、日本付近では、夏季は太平洋高気圧が北に張り出しやすくなり、気温が高くなる
傾向があり、冬季は西高東低の気圧配置が強まり、気温が低くなる傾向があります。


